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軟弱粘性土地盤における間伐材杭の 

時間経過と支持力の関係の研究 
 

Ⅰ〕目的 

粘性土中に杭を打設した場合、打設後時間が経過すると杭と周辺地盤が密着し

支持力が向上することが経験的に知られていたが、これを時間と支持力の関係

として定量的に把握する。 

 

Ⅱ〕試験概要 

・試験開始日（打設日）   2012年 3月 30 日 

・試験場所         富山県氷見市上田地田 

・試験用杭         杉間伐材 表皮除去 先付加工 

長さ：4ｍ 太さ：末口 15ｃｍ 

・載荷試験         最大 100KNの油圧ジャッキを使用し 40mm 沈下時

の載荷を極限支持力とする。 

 

Ⅲ〕試験地地盤データ（ＳＷＳ試験） 
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Ⅳ〕経過日数による木杭支持力（極限支持力）の変化 

 

 

 

 

 

※経過日数 1日は、施工当日を意味する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ〕結果よりの考察 

地中に埋設された管等は、時間経過と共に摩擦力が増加し、動きにくくなるこ

とは経験的に知られていたが、今回の試験で時間による影響が明らかになった。

これによれば、初期の増加率は非常に大きく、1日後には 1.37倍、一週間後に

は 1.5 倍を超えた。これに対し、2 年経過時では 2 倍程度にとどまっており、

これ以後は増加しても非常にゆっくりであると想定される。 

時間と共に、埋設された杭の支持力（摩擦力）は 2倍を超えることが確認され

たことは、施工直後に確認された杭の極限支持力は時間が経過すると共に安全

側に移行することを示している。 

なお、今回の実験場は軟弱地盤が深く、杭先端地盤のＮ値が３程度の為、先端

支持力は殆んどなく、多くは摩擦力と考えられるが、次頁に計算で算出された

支持力との比較を行ってみる。
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Ⅵ〕計算による極限支持力の算出 

１.計算条件 

・全長：4ｍ 

・太さ：先端径φ0.15ｍ 平均径φ0.17ｍ 

・テーパー効果：考慮しない 

・土質：前出ＳＷＳ試験データ 

 

２.支持力計算 

  杭の極限支持力（Ｒ）は「小規模建築物基礎設計指針」にもとづき 

極限先端支持力（Ｒp）と極限周面摩擦力（Ｒf）の和とする。 

 

対象地盤は粘性土であるから 

Ｒp＝6×Ｃ×Ａp 

       1 
Ｃ=   （45×Ｗｓｗ＋0.75×Ｎｓｗ ） 
   2 

ここでＳＷＳデータよりＷｓｗ＝１ Ｎｓｗ＝０ 

Ｃ＝22.5（KN/㎡） Ａp＝0.0177（㎡） 

∴Ｒp=6×22.5×0.0177＝2.38（KN） 

Ｒf＝Ｄ×Σ（τd×Li）×π 

ここでτd  ＝  Ｃ Li：層厚（ｍ） 

∴Ｒf＝0.17×64.68×π＝34.52（KN） 

∴Ｒ＝Ｒp＋Ｒf＝34.52＋2.38＝36.9(KN)
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Ⅶ〕実験値と計算値の比較考察 

  

計算された極限支持力は 36.9KN であったが、施工直後の実測支持力は 26KN と

かなり下回っていた。1日経過後は 35.5KN とほぼ計算値と同程度になり、一週

間後には 40.5KNと計算値よりかなり大きくなった。 

施工直後は杭周面土質が乱されており、それに起因して摩擦力の低下が起きる

が、乱れは早期に終息し又、無排土圧入施工の為、周面地盤からの戻り圧力も

発生し、杭と地盤の摩擦力は急激に増加を続けることが判った。又、その後も

摩擦力は増加を続ける為、最終的には計算値で設計することは、かなり安全側

となることが確認された。 


